	資料名
	７　富士山から日本を変える
	副読本のページ
	40

	主題名
	力を合わせて成し遂げる
	内容項目
	4-(2)公徳心・社会連帯
	指導時期
	10月2５日

	ねらい
	一人一人の行動が自然に及ぼしている影響に気づき，社会をよりよくするために自分にできることをしていこうとする態度を育てる。

	主題設定の理由
	この時期の生徒は，大きな問題を前にしたとき，どうせ自分一人ががんばってもしかたないと深く思考することをやめてしまい，結果的に周囲に迷惑をかけていることが多い。だが，生徒の心の中には，互いに心を通わせ，協力して何かを成し遂げたいという思いはある。本資料を通して，よりよい社会の実現の可能性を信じて希望を抱き，行動に結び付けていく意欲を高めていきたい。

	学 習 活 動
	導 入
	１　富士山の写真を見て，感想を発表する。

①富士山の写真です。どんなふうに見えますか（この人はどんなふうに見よるかねえ）

	
	展 開
	２　「富士山から日本を変える」を読んで，力を合わせて成し遂げることについて話し合い，自分の考えを深める。

①富士山清掃登山に参加した人たちは，どんなことを思ったのでしょう。

　　・こんなにゴミが多いからやっても無理かも。・次の世代にも残したい。

· きれいになると気持ちいい。　　・世界に誇れる山にしたい。遣り甲斐がある。

· みんなの富士さんだから、きれいにしよう。

· 少しでも、ゴミを持って帰ろう。

②野口さんはどのような気持ちから「おお素晴らしい世界じゃないか」という声が出たのでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ワークシート）
　　　・みんなの力は最初の発想を遥かに超える
　　　・みんなで力を合わせて成し遂げる

	
	
	３　みんなが住みよい社会になるために自分にできることを考える。

①「ごみは人の心を表している。」という意味を考え，みんなが住みよい社会になるために自分たちができることは何でしょう。　　　　　　　　（ワークシート）

	
	終 末
	４、野口さんについてのこれまでの生き方を紹介する。
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富士さんの写真








